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過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
の

影
響
に
よ
り
学
校
の
統
廃
合

が
行
わ
れ
、
平
成
初
め
に
47

校
あ
っ
た
市
内
の
小
・
中
学

校
は
30
年
間
で
36
校
に
ま
で

減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、文
部

科
学
省
に
よ
る
特
区
の
認
定

や
市
内
初
と
な
る
小
中
一
貫

校
の
誕
生
な
ど
、
平
成
時
代

は
教
育
現
場
に
お
い
て
大
き

な
変
革
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
の
分
野
に
お
い
て
は

若
い
世
代
の
活
躍
が
光
り
、

「
高
校
生
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」と

い
う
鹿
屋
市
独
自
の
新
し
い

文
化
も
誕
生
し
ま
し
た
。

高校生ミュージカル高校生ミュージカル
「ヒメとヒコ」初公演「ヒメとヒコ」初公演

教
育
・
文
化

教
育
・
文
化

0303

小学校や町内会を月１回巡回する移動図書館車「ほたる号」
の運用が始まり、様々な場所で本の貸し出しができるよう
になりました。

移動図書館車移動図書館車
「ほたる号」発進「ほたる号」発進

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
で
高
校
生
に

よ
る
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ヒ
メ

と
ヒ
コ
～
あ
る
王
の
物
語
～
」の

初
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成 20 年
（2008 年）

「アジア・太平洋農村研修センター
（カピックセンター）」オープン

平成６年 平成６年
アジア太平洋地域の研修生の受け入れなどを通して国際交流を
行うことを目的に、上高隈町に「アジア・太平洋農村研修センター

（カピックセンター）」がオープンしました。
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「第30回国民文化祭・かごしま
2015」が行われました。市内で
は９つのイベントが開催され、
音楽や演劇、アートなど多様な
文化に触れる機会となりました。

応募した市民や文化・伝統芸能応募した市民や文化・伝統芸能
団体などが参加した、明治維新団体などが参加した、明治維新
150周年事業の創作市民歌舞劇150周年事業の創作市民歌舞劇

「西郷どんと大久保どん」が公演「西郷どんと大久保どん」が公演
されました。されました。

「第30回国民文化祭「第30回国民文化祭
・かごしま2015」・かごしま2015」
開催開催

350年以上前から伝わる串良町細山田・川原園
井堰の「柴かけ」が市の無形民俗文化財に指定
されました。

「柴かけ」を市の無形「柴かけ」を市の無形
民俗文化財に指定民俗文化財に指定

創作市民歌舞劇創作市民歌舞劇
「西郷どんと「西郷どんと
大久保どん」公演大久保どん」公演

平成27年

平成30年

平成29年

03 教育・文化分野ごとに見る
「平成」の歩み
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岳
野
小
学
校
休
校

神
野
中
学
校
が
閉
校（
吾
平
中
学
校
に
統
合
）

「
第
１
回
九
州
地
区
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」開
催

「
田
崎
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー
」開
設

韓
国
北
一
国
民
学
校
と
友
好
親
善
交
流
事

業
開
始（
串
良
町
）

輝
北
町
青
年
同
志
会
が
全
国
青
年
大
会
演
劇

の
部
で
県
内
初
と
な
る
最
優
秀
賞
を
受
賞

寿
小
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典

「
西
原
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー
」開
設

「
ア
ジ
ア・
太
平
洋
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
」オ
ー

プ
ン

移
動
図
書
館
車「
ほ
た
る
号
」出
発
式

「
鹿
屋
市
文
化
会
館
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

鹿
屋
看
護
専
門
学
校
新
校
舎
落
成
・
創
立

30
周
年
記
念
式
典

学
校
給
茶
事
業
ス
タ
ー
ト（
大
黒
小
学
校
、古

江
小
学
校
）

吾
平
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典

上
小
原
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典

平
成
二
年

3平
成
三
年

310平
成
五
年

491111平
成
六
年

44479平
成
八
年

91111 年
表
で
見
る
教
育
・
文
化

「鹿屋看護専門学校」は、４月１日に専門課程看護学科と「鹿屋看護専門学校」は、４月１日に専門課程看護学科と
高等課程准看護学科の２科を併せもつ看護専門学校として高等課程准看護学科の２科を併せもつ看護専門学校として
新たにスタートし、９月４日に新校舎落成と創立30周年記新たにスタートし、９月４日に新校舎落成と創立30周年記
念行事が行われました。念行事が行われました。

「鹿屋看護専門学校」新校舎落成
創立 30 周年記念式典

平成 6 年（1994 年）

平成 5 年（1993 年）

各種講座や講演会、生涯スポーツの利用など、
市民の生きがいづくりの場として、「田崎地
区学習センター」を川西町に開設しました。

「田崎地区学習「田崎地区学習
センター」開設センター」開設

平成 5 年（1993 年）

「第42回全国青年大会」が行われ、輝北町青年同志会が
演劇の部で日本一となる最優秀賞を受賞しました。

輝北町青年同志会が
全国青年大会で
最優秀賞を受賞
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串
良
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典

中
尾
地
下
式
横
穴
墓
か
ら
円
頭
太
刀
・
鈴
が
出

土（
吾
平
町
）

「
吾
平
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
給
食
セ

ン
タ
ー
」完
成

岡
崎
15
号
古
墳
か
ら
上
半
身
の
甲
冑
片
や
ひ

す
い
の
勾
玉
な
ど
が
出
土（
串
良
町
）

吾
平
小
学
校
改
築
工
事
完
成

「
鹿
屋
東
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー
」開
設

串
良
小
学
校
新
築
改
築
工
事
完
成

串
良
公
民
館
が「
優
良
公
民
館
文
部
科
学
大

臣
賞
」を
受
賞

名
主
原
遺
跡
か
ら
花
弁
型
住
居
跡
、石
包
丁

が
出
土（
吾
平
町
）

下
名
小
学
校
管
理
棟
完
成（
吾
平
町
）

「
か
の
や
す
く
す
く
特
区
」認
定

鹿
屋
看
護
専
門
学
校
准
看
護
学
科
最
後
の
卒

業
式

「
か
の
や
英
語
大
好
き
特
区
」認
定

市
成
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
全
国
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
受
賞

11平
成
九
年

12平
成
十
年

3平
成
十
一
年

2平
成
十
四
年

34910平
成
十
五
年

12平
成
十
六
年

23平
成
十
七
年

3311

03 教育・文化分野ごとに見る
「平成」の歩み

鹿屋市教育委員会 教育長職務代理者 

風 呂 井　 敬 さん
ふろい　たかし

　私が任命される以前の教育委
員は教員経験者の方が多い傾向
にありました。その頃、鹿屋青年
会議所で半島振興や大隅の活性
化などに力を入れており、教育分野にはあまり携わっており
ませんでしたが、市長の「若い世代の方の意見を反映させたい」
という思いを受け、教育委員としての職務が始まりました。
　教育分野において平成は、昭和の問題を整理して次につな
げていく変革の時代であり、いじめや不登校等の生徒指導、
学力向上にも力を入れた時代でした。
　教育委員として今年で31年目。特に印象に残っているのは、
学校の統廃合と平成22年の南部学校給食センターの設置で
す。賛否両論様々な意見をいただくなかで、地域住民の声に
しっかりと耳を傾けて懇切丁寧な対応を繰り返し行い、なに
よりも「より良い教育環境を整えるため」、「安心・安全な学校
給食を提供するため」、どちらも子どもたちのことを第一に
考え、取り組んできました。また、職務を通して学校行事に
参加させていただく機会が多く、未来ある子どもたちの姿に
いつも元気をもらっています。
　新しい令和の時代となり、今後は教育行政の次世代を担う
人材を育てるために、できる範囲で一つの道筋を作っていけ
るよう精進していきたいです。　

Interview

地場産業であるお茶への理解と虫歯やかぜ予防に
役立てることを目的に、大黒小学校と古江小学校
をモデル指定校として、学校給茶事業がスタート
しました。

大黒・古江小学校で大黒・古江小学校で
学校給茶事業スタート学校給茶事業スタート

平成 8 年（1996 年）

講演会や各種講座、自主学習などに幅広く活用できる
「西原地区学習センター」を西原２丁目に開設しました。

「西原地区学習センター」開設

平成 6 年（1994 年）
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高
校
生
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
～
あ

る
王
の
物
語
～
」初
公
演

鹿
屋
市
中
央
公
民
館
が「
優
良
公
民
館
文
部

科
学
大
臣
賞
」を
受
賞

「
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」供
用
開
始

文
化
財
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
科
学
で
蘇
る
1
5
0
0

年
前
の
輝
き
象
嵌
装
大
刀
と
古
代
吾
平
を
探
る
」

百
引
・
市
成
中
学
校
閉
校
記
念
式
典

百
引
・
平
南
・
市
成
・
高
尾
小
学
校
閉
校
記
念

式
典

輝
北
小
学
校
・
輝
北
中
学
校
開
校

寿
小
学
校
が「
子
ど
も
の
読
書
活
動
文
部
科

学
大
臣
表
彰
」を
受
賞

象
嵌
装
大
刀
実
物
及
び
レ
プ
リ
カ
の
展
示

「
鹿
屋
市
文
化
会
館
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

鹿
屋
市
文
化
財
収
蔵
庫
設
置

古
江
・
菅
原
・
神
野
・
鶴
羽
小
学
校
閉
校
記
念

式
典

大
隅
広
域
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

開
始

吾
平
・
神
野
小
学
校
統
合
記
念
式
典

小
中
一
貫
校
花
岡
学
園
開
校
式

平
成
二
十
年

210平
成
二
十
二
年

911平
成
二
十
三
年

3344平
成
二
十
四
年

344平
成
二
十
五
年

333344

演出家演出家

松 永 太 郎 さん
まつなが　たろう

　私は大学卒業後、沖縄で文化を
基礎としたまちおこしに取り組
んでいました。舞台を経験した人
の成長を間近で見てきたので、鹿
屋でも同じような活動を行いたいと思ったのが、高校生ミュー
ジカルを始めたきっかけでした。ちょうど鹿屋に帰ってきた
年に、ホールを備えたリナシティかのやが完成。自分で作成
した企画書をリナシティかのやに持ち込んだり、各学校を回っ
て人員募集を行ったりして、平成19年の夏ごろから本格的に
活動を始めました。
　今までの活動の中で最も印象に残っているのは、３年前に
行った奄美での公演。「ヒメとヒコ」の舞台として鹿児島の島々
をモチーフにしているという縁もあり、奄美の方が鹿屋にと
ても興味を持ってくれたことがうれしかったです。さらに、
奄美でも郷土の歴史を題材にしたミュージカルが立ち上がり、
今後の交流に期待したいです。
　このような仕事をするきっかけとなった沖縄では、「文化」
が住民の心の中にアイデンティティとしてしっかり根付い
ていました。今後も「ヒメとヒコ」は郷土への愛着と誇りを
育む取り組みとして続けていきたいです。夢は大都市での公
演ではなく、鹿屋市の無形民俗文化財になって、市民の皆さ
んが年に一度の祭りとして待ち望んでくれることです。

Interview

串良町岡崎15号古墳から冑
よろい

や短
たんこう

甲など武具の破片とひすい
製の勾玉が見つかりました。古墳時代の胴から上の甲冑が
そろって出土したのは県内初のことでした。

岡崎15号古墳から上半身の岡崎15号古墳から上半身の甲甲
か っ ち ゅ う へ んか っ ち ゅ う へ ん

冑片冑片やや
ひすいのひすいの勾勾

まがたままがたま
玉玉などが出土などが出土

平成 11 年（1999 年）

昭和56年に開館した「鹿屋市立図書館」が開館30周年を
迎え、記念イベントが開催されました。蔵書数は17万3千
冊以上で大隅半島最大となりました。

「鹿屋市立図書館」開館30周年「鹿屋市立図書館」開館30周年

平成 23 年（2011 年）
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「
か
の
や
未
来
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
平
和
の
花

束
～
」初
開
催

ア
ジ
ア・
太
平
洋
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
設
立
20

周
年
記
念
式
典

高
須
中
学
校
・
浜
田
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

田
崎
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー
が「
優
良
公
民
館

文
部
科
学
大
臣
賞
」を
受
賞

大
姶
良・浜
田
小
学
校
統
合
記
念
式
典

第
一
鹿
屋
・
高
須
中
学
校
、大
姶
良
・
高
須
中

学
校
統
合
記
念
式
典

第
30
回
国
民
文
化
祭 

・ 

か
ご
し
ま
２
０
１
５

鹿
屋
寺
子
屋
の
開
講

か
の
や
学
校
応
援
団
吾
平
地
域
学
校
支
援

活
動
が「
地
域
学
校
協
働
活
動
文
部
科
学
大

臣
表
彰
」を
受
賞

高
須
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー
が「
優
良
公
民
館

文
部
科
学
大
臣
賞
」を
受
賞

大
姶
良
中
学
校
・
鹿
屋
市
立
図
書
館
が「
子

ど
も
の
読
書
活
動
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」を

受
賞

「
川
原
園
井
堰
の
柴
か
け
」 

を
市
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定

鹿
屋
小
学
校
・
鹿
屋
中
学
校
が
県
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
提
携
校
と
な
る

鹿
屋
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

平
成
二
十
六
年

38311平
成
二
十
七
年

334410平
成
二
十
八
年

612平
成
二
十
九
年

344平
成
三
十
年

46

か
の
や
明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念
事
業

講
演
会 

・ 

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

西
原
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー
が「
優
良
公
民

館
文
部
科
学
大
臣
賞
」を
受
賞

か
の
や
明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念
事
業

創
作
市
民
歌
舞
劇 

「
西
郷
ど
ん
と
大
久
保

ど
ん
」 

公
演

か
の
や
学
校
応
援
団
大
姶
良
地
域
学
校
支

援
活
動
が「
地
域
学
校
協
働
活
動
文
部
科

学
大
臣
表
彰
」を
受
賞

9111212

小学生の学習支援と郷土愛の育成を目的に、大姶良地
区学習センターと花岡地区公民館で「鹿屋寺子屋」が
開講されました。

鹿屋女子高校生が優秀な成績を収める鹿屋女子高校生が優秀な成績を収める

「鹿屋寺子屋」開講「鹿屋寺子屋」開講

平成 26 年（2014 年）

平成 28 年（2016 年）

鹿屋看護専門学校准看護学科の最後の卒業式が行われました。26人
が卒業証書を受け取り、41年に及ぶ准看護学科の長い歴史に幕を閉
じました。

鹿屋看護専門鹿屋看護専門
学校准看護学科学校准看護学科
最後の卒業式最後の卒業式

平成 23 年（2011 年）

03 教育・文化分野ごとに見る
「平成」の歩み

吾平町の中尾地下式横穴墓群で発見された古
墳時代の刀である象嵌装大刀と、再現レプリ
カの巡回展示が各主要施設等で行われました。

象象
ぞうがんぞうがん

嵌嵌装大刀装大刀
レプリカの展示レプリカの展示

平成 24 年（2012 年）

情報処理科の生徒６人が全商検定全９種目１級に合格し、２年連続日本一
の快挙を成し遂げました。また、生活科学科の生徒15人が全国家庭科技術
検定の３種目で１級に合格し、「３冠王」の称号を手にした生徒の輩出数が
19年連続で県内一となりました。


